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1.目的と効果

　未利用のバイオマス資源である古紙や未利用の間伐材などを、マイクロ波の利用技術

によって短時間で熱分解し、無水糖と炭化物へ変換する技術を提供します。この方法で

生産される無水糖（レボグルコサンなど）は化学・生体高分子・光学分割剤・立体規則

性多糖・医薬品などの次世代原料への利用が期待でき、同時に生産される炭化物は高品

位の活性炭原料として期待できます。

［適用分野］

　●無水糖化学：光学分割剤、生分解性高分子、医薬品分野

　●炭素材料：高品位活性炭（医薬用を含む）、吸着剤分野

　●林業・パルプ産業：森林資源（間伐材、未利用端材、小径木）の有効利用、

　　古紙の再資源化分野

2.技術の概要、特徴

　バイオマスはカーボンニュートラルな循環資源で積極的に活用すべき資源です。紹介す

る技術は、バイオマス資源（木材、植物、ろ紙、古紙など）を大量に分解でき効率良く有

価物に変換する技術です。図１、２に示すように、マイクロ波法は内部から熱が発生する

ことから高次分解を抑制でき、化学合成が難しいレボグルコサンを得ることが可能です。

木材からは、ヘミセルロースに由来する無水糖類も生成します。現在、無水糖類は大変高

価ですが低価格化が可能であり、非常に多くの分野での利用が期待できます。また同時生

産される炭化物は細孔内がクリーンであり、吸着能の優れた活性炭になります。さらに、

熱分解液はバイオマス特有の生理活性物質が含まれ強い抗菌活性を有することから、新し

い用途が期待できます。

3.発明者からのメッセージ

　処理量の増大はマイクロ波電力量が減少し実用化に有利です。一般に活性炭を造るた

めには、のこ屑やチップを使いますが、本法では原木を直接処理できますので、破砕や

粉砕コストが不要です。また浮遊炭素粒子の少ないクリーンな活性炭製造現場の実現が

可能です。

●図1（上）：新規マイクロ波法、従来法の
　　　　　　熱移動・物質移動比較
●図2（右）：新規マイクロ波法、従来法の
　　　　　　熱分解挙動比較
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